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①　研究の目的
現代の価値が多元化した社会ではアイデンティティ
が浮遊して可変化・多面化し、その形成が困難になっ
ていることが指摘されている。そしエリクソンも指摘
しているようにアイデンティティと文化は深い関係が
あり、現代社会におけるアイデンティティ形成の問題
を、文化との関係でさまざまに研究していくことは意
味あること、と考えられる。
そして本研究では、文化のなかで特に日本の伝統的
な文化である短歌をとりあげ、その創作活動とアイデ
ンティティ形成との関係を実証的に分析していくこと
を目的とする。
具体的には、作者と作品中の〈私〉とはどのような
関係にあるのか？等を明らかにしていく。そして現代
社会における短詩型文学の創作活動が、自己のアイデ
ンティティを表現するものとして、生きがいなどに
なっていること、そしてそれが新しいアイデンティ
ティの表現として独自の作品を生む可能性があるこ
と、等を分析していくことにしたい。
これまで現代社会における短詩型文学の創作活動と
アイデンティティ形成に関して大規模なアンケート調
査により実証的に分析したものはなく、本研究は先
駆的な研究としての意義がある、と考えられる。そし
てそれは、価値が多元化した現代社会におけるアイデン
ティティの表現と形成の可能性を広げる、と考えられる。
②　研究の経過
研究の経過は、以下のようなプロセスでおこなった。
文献講読（2011 年４－５月）　　
社会学における、主に現代社会のアイデンティティ
の問題、短詩型文学論における、主に私性論、などの
文献を購読した。（なおその後の期間でも、適時、文
献の購読はおこなった）
分析枠組みの検討（６－７月）
上記の社会学、そして短詩型文学論で得られた知見
から、現代社会におけるアイデンティティ形成と、短
詩型文学の創作活動との関係に関する分析枠組みを作
成した。そしてそれを調査可能な質問に具体化し、調
査票に反映させようとした。
調査対象のサンプリング（８－ 10 月）　
短詩型文学の総合誌の名簿よりランダムサンプリン
グし、約 1500 のサンプルを抽出した。          
実査（11 － 12 月）
学生バイトをもちい、調査票の郵送をおこなった。
あわせて若い年齢層のサンプルも確保するため、別に
調査票の配布もおこなった。
データクリーニング（2012 年 12 －１月）
返送された調査票のデータクリーニングをおこなった。
　データインプット、集計、分析（２－３月）　　
データインプットを業者に委託し、そのデータをＳ
ＰＳＳで集計、分析をおこなった。
③　研究の成果
（一）現実との関係が強い短歌創作
調査によれば「詠んでいる短歌と現実に体験したこ
ととの関係」について、表一のような結果が出た。
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表１　作品と現実の関係
ほぼ１００％、現実に体験したこと 32.5%
だいたい７、８割くらい現実に体験したこと 46.2%
だいたい半分くらい、現実に体験したこと 14.1%
だいたい２，３割くらい現実に体験したこと 4.8%
ほとんど現実に体験したことを詠んでいない 1.6%
このように現在は、百パーセントの体験ではなく、
また半分以下の体験でもなく、七，八割くらいの現実
を創作する者がもっとも多かった。
し か し ま た 現 実 と 虚 構 の 関 係 を み る と、「ほぼ
100％」と「だいたい７、８割くらい」をたすと八割
弱（七八・七％）に達し、「だいたい２，３割くらい」（四・
八％）と「ほとんど現実に体験したことを詠んでいな
い」（一・六％）をたしても六・四％であった。この
ように私性（わたくしせい）を問うた前衛短歌から半
世紀をへても、現実に体験したことを元に歌を詠んで
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いる者が圧倒的に多かった。また年齢が若いほど虚構
を志向する、という傾向もみられた。
そして事実（「だいたい７、８割くらい、事実を詠
んでいる」が四四・二％）、意思（「ほぼ本当に自分が思っ
たことを詠んでいる」が七九・五％）、感情（「ほぼ本
当に自分が感じたことを詠んでいる」が六九・一％）
についても、ほぼ現実を詠んでいる歌人が最も多かった。
また、なぜ短歌を詠んでいるかという問いの自由回
答でも、「自己表現」という回答（自分のなかの表現
したいことを、表現するためのひとつの形として短歌
を詠んでいるのだと思う（男性、二〇代）など）が、
約四・五割と最も多かった。
なおその次には、短歌自体が好きという回答（短歌
は調べの普遍性（愛唱性）や一首での独立性（適切な
短さ）があり、それが自分に合っているため（男性、
二〇代）など）と、自分の人生にとって支え・生きが
いとなっているという回答（短歌は心の支え。物事を
深く考察に見きわめることの大切さも教えられ、悲し
み苦しみ怒りも短歌を詠むことで平常心を保つことが
できた。残り少ない人生を短歌と共に前向きに生きる
つもりです（女性、九〇代以上）など）が、約一・五
割ずつみられた。
このように調査結果から、現在でも短歌には私性（わ
たくしせい）が根強いことが明らかになった。そしてこ
のような現実からうたう歌人たちのなかでは、さらに
一　「短歌は写実的に歌う短詩型文学」、「現実に体
験し心にひびいたものでなければ」などのように、私
性（わたくしせい）こそ短歌の肯定的な特徴と考え、
基本的に写実の系譜にいる歌人たち　
二　「手ざわりのある作品」、「どこかで自己とつな
がりを持っていてほしい」などのように、写実の系譜
というほどではないが、なんらかの現実からうたおう
とする歌人たち
に分類することができる。なお「自分はフクション
は詠めない」などの消極的な理由をあげる歌人も少数
ながら存在した。
（二）作品のなかの人物と現実との関係
また作品なかに詠まれた人物たちと現実のその人と
の関係をみると、自分自身については「ほぼ現実の自
分」をうたう者が七割強（七二・四％）と圧倒的に多かっ
た。 また、現実以上かー現実以下か、については、「現
実の自分以上の、理想化した自分」が一一・一％なの
に対し、「現実の自分以下の、へりくだった自分」は四・
八％であり、理想化した自分をうたう傾向の方が多く
みられた。また年齢が上なほど、理想化した自分をう
たう傾向がみられた。なおペンネームを使っている者
は二一・九％だった。
また母（六〇・０％）、父（五九・七％）は、六割
近くの者が「ほぼ現実のその人」を詠み、夫・妻（五三・
四％）、子ども（五〇・五％）、兄弟・姉妹（四九・六％）
についても、五割前後の歌人が「ほぼ現実のその人」
を詠んでいた。
しかしこれらの家族に対して、学校や職場の友人・
知人（二八・五％）、その他の友人・知人（三三・〇％）
については、三割程度の者しか「ほぼ現実のその人」
を詠んでいなかった。
なお父、母については、女性歌人の方が「ほぼ現実
のその人」を詠む傾向がみられた。また年齢との関係
では、家族、友人・知人共に、年齢が上がるほど「ほ
ぼ現実のその人」を詠む傾向がみられた。
そして恋人についてみると、「ほぼ現実のその人」
を詠んでいる者は十八・三％にすぎず、「半分くらい
現実のその人」を詠んでいる者の方が十九・五％と多
い、という興味深い結果がみられた。これは、恋人は
人生にとって重要であり、現実のその人をこそ詠むべ
きとも考えられるが、恋人はさまざまな想像力が湧く
存在でもあり、また現実のその人を詠むと差し障りが
ある場合も考えられるので、家族や友人・知人よりも
現実のその人を詠まない傾向になった、と考えられる。
なお恋人については、年齢が上がるほど「ほぼ現実
のその人」を詠む傾向がみられた。
結語
このように調査結果によれば、現在でも短歌には私
性（わたくしせい）が根強く、現実との関係を保ちな
がら自己や他者のアイデンティティを表現していく、
という傾向がみられた。したがってその私性（わたく
しせい）の功罪を十分理解したうえで短歌を詠み、読
んでいくことが、新しいアイデンティティの表現とし
ての短歌の可能性につながることが示された。
④　研究の課題と発展
なお私性（わたくしせい）と暗（隠）喩などの修辞
との関係、想定する読者やテーマとの関係なども調査
したが、本報告書では触れることができなかった。記
して今後の課題とし、短歌史との関係なども考察しつ
つ、さらに現代のアイデンティティと短歌における私
性（わたくしせい）の問題を考察していきたい。
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